
対象校No. 642 学校コード F1143101

変更年度 令和 ４年度

計画の区分： 大学の収容定員に係る学則変更

湘南医療大学 保健医療学部 看護学科 （必要がある場合）○○専攻

　　担当部局（課）名 学園本部

職名・氏名 部長
ブチョウ

　小林
コバヤシ

　勝一郎
カツイチロウ

電話番号　　 045-828-4322

（夜間）　　 070-5554-5864

　ｅ－mail　 gakuen@fureai-g.or.jp

該当番号を記載してください。

３　認可時から大学の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、

その下欄に（　　）書きにて、旧名称を記載してください。

例）　○○大学（旧名称：◇◇大学（平成◇◇年度より名称変更））

　作成担当者

（注）　１　対象校No.については、「【別紙】令和６年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

認可

学校法人　湘南ふれあい学園

収容定員に係る学則変更を行った大学の履行状況報告書

当該番号を記載してください。

２　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

令和6年５月１日現在

注２

注2

注１
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①保健医療学部看護学科

２．既設大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　５

３．附帯事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　６
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変　　更　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ オオヤシキ　フジエ ） （ フ リ ガ ナ ）

大屋敷　芙志枝 氏　　　名

（現職就任平成6年3月） （現職就任年月）

（ オオヤシキ　フジエ ）

大屋敷　芙志枝

（現職就任平成27年4月）

（テラモト　アキラ ）

寺本　明

（現職就任平成30年4月）

（カワモト　リエコ ）

川本　利恵子

（現職就任令和元年6月）

　　　　神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　神奈川県横浜市中区山手町27

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　湘南ふれあい学園

（２） 大　学　名

　　　〒244－0806

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　湘南医療大学

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　令和６年度に報告する内容　→（６）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

学 部 長

学科長等

　　　〒231－0862

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　・対象学部等が複数の場合には、それぞれ記載してください。

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

　　　（例）令和５年度に報告済の内容　→（５）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

職　　名

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織
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　　　に報告書を作成してください。

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

2年次 2年次

－ －

　保健医療学部 人 人

　　　看護学科 60 80 3年次 3年次 340 560

人 人 10 0 人 人 年度
　　学士（看護学） 人 人

4年次 4年次

－ －

人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － 341 － 510 － 358 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － 328 － 494 － 331 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － 174 － 190 － 269 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － 144 － 140 － 147 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、報告年度から起算した修業年限に相当する期間までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　・　「（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「２　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と

備　考

収容定員
充 足 率

1.02 －倍

収容定員
充 足 率

（控除後）

春季入学以外の学
期区分について

－

[ 　－　 ]

(　－ 　)

1.02

[ 　－　 ]

(　－　)

[ 　－　 ]

調査対象学部等の
名称（学位）

(　　 　)

定員変更年度
学生募集の停止

について

令和４

－

Ａ　 入学定員

[ 　－　 ]

(　－ 　)

4

年

令和元年度 令和５年度

　　　・　転入学生は記入しないでください。

1.051.00－

　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

（注）・　当該調査対象の学部の学科等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください。

　　　・　様式は、令和元年度定員変更の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和６年度までの６年間）ですが、

　　　・　認可後さらに定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

－

[ 　　　 ]

(　－　)

[ 　－　 ]

(　－　)

志願者数

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

合格者数

受験者数

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

修業年限
収容定員編入学定員

－ －

入学定員

設 置 時 の 計 画

令和４年度

140

令和２年度 令和６年度令和３年度

140 140

　 　 ・ 報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択してください。
       （春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　一致しますので、留意して計算してください。

　　　・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　調査対象学部等の定員変更年度から報告年度まで記入してください。なお、定員変更年度以前は「－」を記入してください。

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

倍
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

1
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

－

年 人 年次 人 年度 年度

人

保健医療学部 4 220 - 820 - - 平成27

　看護学科 4 140 - 500 学士
（看護学）

令和4 平成27 令和4年度から入学定員変更（80→140）

　リハビリテーション学科 4 80 - 320 - - 平成27

理学療法学専攻 4 40 - 160
学士

（理学療法
学）

- 平成27

作業療法学専攻 4 40 - 160
学士

（作業療法
学）

- 平成27

薬学部

　医療薬学科 6 130 - 520 学士
（薬学）

- 令和3 令和3年度設置

大学全体 350 - 1,340 - - -

　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

　　　　「入学定員超過率」及び「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

（注）・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等

　　　　（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和６年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

-

神奈川県横浜市戸塚区上品濃
16-10

-

備　　考

-

1.2年次　神奈川県横浜市中区山手
町27
3.4年次　神奈川県横浜市戸塚区上
品濃16-48

神奈川県横浜市戸塚区上品濃
16-48

所在地

同上

同上

２　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

　湘　南　医　療　大　学

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

倍

1.00

1.00

1.01

1.08

0.95

　　　　コメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。詳しくは、本シート右に記載の

倍

-

-

-

-

-

-

0.43

-
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

教員組織
2022年4月1日現在、看護学科所属専任
教員45名（東戸塚校舎33名、横浜山手
校舎12名）を計画的に配置した。内、
横浜山手校舎に経験ある教授を5名を配
置し、初年次学年に必要な学修及び学
生生活指導を徹底させている。また、
教員ひとりがチューターとして12名の
学生を担当し、相談に乗ったり支援す
る体制を取っており、学生数は増員し
ているものの、少人数単位で学修相談
等に応じる体制を整え、丁寧に指導・
支援を行っている。
また、東戸塚校舎と横浜山手校舎の教
員連携体制においても、横浜山手校舎
は、保健医療学看護学科1，2年生専用
のキャンパスであるため、独立性が高
く、キャンパス間の往来も特に必要が
ないため、分散キャンパスによるデメ
リットを大きく感じていない。※ただ
し、2022年度は、2年生が東戸塚校舎で
あるため、一部の教員の往来はある。
また、遠隔授業や会議等で必要な場合
には、ＴＶ会議システムやZOOMなどの
通信ネットワークも整備されているた
め、各校舎に配置されている教員は、
迅速に連携を図れる体制である。加え
て、学科長は週一回横浜山手校舎に赴
き、課題解決にむけてリーダーシップ
を発揮している。
本学科は、キャンパスごとの特色を明
確化しているため、保健医療学部看護
学科の自主自律性が強化されている。

教育体制等
本学は、開学時（2015年）から組織的
な教育体制を構築する一環として、教
育内容や方法を不断に改善するため、
看護学科を含め、大学全体で、大学の
教育理念・教育目標や教育内容・方法
等について全学教職員全員参加のもと
に下記の３つの研修会・研究会におい
て、FD及びSD活動を2か月に1回の頻度
で実施している。（別添資料　全体研
修会、専門部会別研修、医療・教育研
究会の資料）
１　「全体研修会」では、教育方法の
改善のための発表、教員相互の授業参
観・授業評価、授業評価アンケートに
基づく授業事例の発表などの取組や紹
介を実施している。
２　「大学専門部会研修会」では、休
退学者の減少のための取り組みのワー
クショップ、３つのポリシー達成への
学生指導、アクティブラーニング、国
家試験対策指導などの研修を実施して
いる。
３　「医療・教育研究会」では、年間
の全教員の研究成果の報告会を実施し
ている。

2022年度から分散キャンパスになった
ため、ZOOMなどを活用して、オンライ
ン研修と対面式研修をミックスさせ
た、「ハイブリッド研修」も実施し、
どこにいても上記の研修や研究ができ
る環境を実現し、教育の質を低下させ
ない取り組みを継続している。
また、本学は、大学設置基準第25条の3
の規定を達成する指標の一として「授
業評価アンケート」を実施し、本学HP
に公開している。その結果を参考に、
教員の授業スキルの向上、教育課程の
評価・シラバスの改善に

つなげている。（４）

教員組織
2023年5月1日現在、看護学科所属専任
教員42名（東戸塚校舎31名、横浜山手
校舎11名）を計画的に配置した。横浜
山手校舎には、経験ある教授４名、基
礎・成人科目担当教員７名を配置し、
学修及び学生生活指導を徹底し学生の
支援体制を取っており、学修相談等に
応じる体制を整え、丁寧に指導・支援
を行っている。（５）

３　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

【認可】
遵守事項

履行中

・収容定員変更に伴い、
学年進行に合わせて段階
的に教員組織の拡充等を
図ることとしているが、
入学定員を80名から140名
に大幅に増員することに
加えて、新たに校地を設
けて２校地で教育を行う
ことから、教員組織や教
育体制等について不断の
見直しと改善を行い、そ
の充実に務めること。

教員組織に関しては、2024年度までに
段階的に、保健医療学部看護学科の教
員数50名を配置する計画予定である。
また、教育体制は、本学の研修、研究
体制を維持しつつ、看護実践教育を遂
行するにおいては、教職員がより高度
な専門的能力を十分に発揮することが
重要であり、本学の学士課程教育組織
全体としても、質・量ともに専門性の
高い人材を育成・確保することが必要
不可欠となっていることから、引き続
き、人材育成方針・研修計画等を策定
し、人事交流や研修機能の充実等、
質・量の確保に努める所存である。
(４）（５）

２０２４年４月の看護学科の教員数
は、兼担教員３名を加え４９名となっ
た。入学定員変更３年目を迎え、東戸
塚校舎にも、１４０名定員の学年が進
級してきたため、教育活動に支障が出
ないように、東戸塚校舎及び横浜山手
校舎の講義室、実習室の予約状況がど
ちらの校舎でも教員と事務とで共有で
きるようにした。また、引き続き、２
校舎を行き来する教員用の研究室を確
保し、教育・研究の質・量の確保に努
める。(６）
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（令和３年度）

教員組織
２０２４年５月１日現在、看護学科所
属は兼担教員３名を含め専任教員４９
名（東戸塚校舎３３名、横浜山手校舎
１６名）を配置した。横浜山手校舎に
は、経験ある教授４名、基礎・成人科
目担当教員６名、その他精神、小児、
母性担当の教員をバランスよく配置
し、学生支援体制、学修及び学生生活
指導体制を整えた。（６）

認　可　時

（令和３年度）

①ホームページの強化
本学の特色でもある、「臨床に強い薬
剤師の養成教育」が、より浸透され、
理解される教育内容の周知をホーム
ページ上でわかりやすく伝えることが
できるように努める。また、高大接続
教育（入学前教育）や、チューター制
による少人数単位の学生支援なども本
学の強みとしてPRする。また、教員研
究活動、オープンラボでの研究効果な
ど、研究者情報もホームページ上で随
時更新して本学の魅力の伝え方を工夫
する。
②高校及び予備校訪問地域の拡大
神奈川県、東京都、静岡県内を中心に
した高校や予備校の訪問活動を行って
いたが、範囲を東海地方、北信越地
方、北海道・東北地方など、東日本ま
で拡大して年間500高校程度を訪問し、
入学定員の約半数の確保を目標に募集
活動を充実させる。
③電子媒体での広報力強化
コロナ禍のため、WEB相談会、SNSでの
発信など、対面式以外の多様化した広
報活動をより強化して展開する。
④受験科目の変更と受験機会の増加
一般入試の受験科目を3科目選択から2
科目選択に変更、また、英語試験の外
部試験結果を導入する。但し、学力低
下につながらないように、APで本学部
の求める学力を公表し、高校で必要最
低限の学習を身につけた入学生を確保
する。一方、入学前教育及び補完教育
を実施し、薬学基礎及び実践教育にス
ムーズに対応できるように学生支援教
育を徹底する。
また、一般入試の受験日を複数日設定
し、受験しやすい環境を整え、受験者
数の増加を目指す。（４）

・薬学部医療薬学科の
定員未充足の是正に努
めること。

教員組織
2022年4月1日現在、看護学科所属専任
教員45名（東戸塚校舎33名、横浜山手
校舎12名）を計画的に配置した。内、
横浜山手校舎に経験ある教授を5名を配
置し、初年次学年に必要な学修及び学
生生活指導を徹底させている。また、
教員ひとりがチューターとして12名の
学生を担当し、相談に乗ったり支援す
る体制を取っており、学生数は増員し
ているものの、少人数単位で学修相談
等に応じる体制を整え、丁寧に指導・
支援を行っている。
また、東戸塚校舎と横浜山手校舎の教
員連携体制においても、横浜山手校舎
は、保健医療学看護学科1，2年生専用
のキャンパスであるため、独立性が高
く、キャンパス間の往来も特に必要が
ないため、分散キャンパスによるデメ
リットを大きく感じていない。※ただ
し、2022年度は、2年生が東戸塚校舎で
あるため、一部の教員の往来はある。
また、遠隔授業や会議等で必要な場合
には、ＴＶ会議システムやZOOMなどの
通信ネットワークも整備されているた
め、各校舎に配置されている教員は、
迅速に連携を図れる体制である。加え
て、学科長は週一回横浜山手校舎に赴
き、課題解決にむけてリーダーシップ
を発揮している。
本学科は、キャンパスごとの特色を明
確化しているため、保健医療学部看護
学科の自主自律性が強化されている。

教育体制等
本学は、開学時（2015年）から組織的
な教育体制を構築する一環として、教
育内容や方法を不断に改善するため、
看護学科を含め、大学全体で、大学の
教育理念・教育目標や教育内容・方法
等について全学教職員全員参加のもと
に下記の３つの研修会・研究会におい
て、FD及びSD活動を2か月に1回の頻度
で実施している。（別添資料　全体研
修会、専門部会別研修、医療・教育研
究会の資料）
１　「全体研修会」では、教育方法の
改善のための発表、教員相互の授業参
観・授業評価、授業評価アンケートに
基づく授業事例の発表などの取組や紹
介を実施している。
２　「大学専門部会研修会」では、休
退学者の減少のための取り組みのワー
クショップ、３つのポリシー達成への
学生指導、アクティブラーニング、国
家試験対策指導などの研修を実施して
いる。
３　「医療・教育研究会」では、年間
の全教員の研究成果の報告会を実施し
ている。

2022年度から分散キャンパスになった
ため、ZOOMなどを活用して、オンライ
ン研修と対面式研修をミックスさせ
た、「ハイブリッド研修」も実施し、
どこにいても上記の研修や研究ができ
る環境を実現し、教育の質を低下させ
ない取り組みを継続している。
また、本学は、大学設置基準第25条の3
の規定を達成する指標の一として「授
業評価アンケート」を実施し、本学HP
に公開している。その結果を参考に、
教員の授業スキルの向上、教育課程の
評価・シラバスの改善に

つなげている。（４）

教員組織
2023年5月1日現在、看護学科所属専任
教員42名（東戸塚校舎31名、横浜山手
校舎11名）を計画的に配置した。横浜
山手校舎には、経験ある教授４名、基
礎・成人科目担当教員７名を配置し、
学修及び学生生活指導を徹底し学生の
支援体制を取っており、学修相談等に
応じる体制を整え、丁寧に指導・支援
を行っている。（５）

昨年度に引き続き、学生募集活動に努
めており、令和4年度入学生は、66名で
入学定員の0.5倍であった。入学定員充
足率100％を大きく下回ったものの、昨
年度入学者34名よりも　前年比194％で
ある。増減率は+94％となった。前年度
提出した改善計画に基づき学生募集活
動に取り組んだ結果、志願者数は、昨
年度111人に対して、81人増加して192
人になったものの、未だ本学部の特色
や教育活動は、周知不足で、薬学部受
験意識について、本学部と高等学校の
間で乖離がある。更に、本学部の教育
内容の充実を図り、全学上げて学生募
集活動に真摯に取り組み定員充足に努
める所存である。(４）

【認可】
助言事項

履行中

【認可】
遵守事項

履行中

・収容定員変更に伴い、
学年進行に合わせて段階
的に教員組織の拡充等を
図ることとしているが、
入学定員を80名から140名
に大幅に増員することに
加えて、新たに校地を設
けて２校地で教育を行う
ことから、教員組織や教
育体制等について不断の
見直しと改善を行い、そ
の充実に務めること。

教員組織に関しては、2024年度までに
段階的に、保健医療学部看護学科の教
員数50名を配置する計画予定である。
また、教育体制は、本学の研修、研究
体制を維持しつつ、看護実践教育を遂
行するにおいては、教職員がより高度
な専門的能力を十分に発揮することが
重要であり、本学の学士課程教育組織
全体としても、質・量ともに専門性の
高い人材を育成・確保することが必要
不可欠となっていることから、引き続
き、人材育成方針・研修計画等を策定
し、人事交流や研修機能の充実等、
質・量の確保に努める所存である。
(４）（５）

２０２４年４月の看護学科の教員数
は、兼担教員３名を加え４９名となっ
た。入学定員変更３年目を迎え、東戸
塚校舎にも、１４０名定員の学年が進
級してきたため、教育活動に支障が出
ないように、東戸塚校舎及び横浜山手
校舎の講義室、実習室の予約状況がど
ちらの校舎でも教員と事務とで共有で
きるようにした。また、引き続き、２
校舎を行き来する教員用の研究室を確
保し、教育・研究の質・量の確保に努
める。(６）
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　3）また、薬学部の特色や魅力をわか
りやすく伝えるよう大学ガイドブック
を毎年度作成し、配布を行っている。
令和４年度は 10,000部発行し、各種イ
ベントなどで配布した。大学ガイド
ブックは大学の全体像を理解してもら
うことを目的に、学部学科の情報は概
要のみに留めていた。今年度は、教育
内容をはじめとした学部・学科の詳細
について理解を深められるように、薬
学部の別冊のガイドブックを作成す
る。なお、令和５年度の大学ガイド
ブックは、前年度より多くの受験生に
20,000配布する予定である。

③薬学部教育の特色のPR
本学薬学部の特色である「臨床に強い
薬剤師の養成教育」を前面に打ち出
し、その教育を実現するための「教育
の質保証、並びに学生の質保証（学生
サポート体制）」も公開し、本学の魅
力をステークホルダーに伝える。
　1）個別チューター制度を置くことに
より学生個々への学修・生活指導を行
う。
　2）薬学共用試験（OSCE・CBT）試験
および国家試験対策として、カリキュ
ラム外活動（模擬試験、各種補講、過
去問の取組み）を強化した学修支援策
を行う。
　3）臨床薬学教育を実践するために、
教員全体の53％を占める臨床系教員
（21名：うち実務家教員14名）、およ
び基礎系教員（20名）を配置して学修
指導を行っている。

①入試区分の定員の見直しと特待生制
度の設置
　1）本学を第一志望とする入学生の割
合を増加させるために総合型選抜入試
の占有率を上昇させる。昨年度定員5名
だった総合型を20名（選抜区分
15.3％）に増員し入学者を確保する。
なお、文科省「大学入学者選抜の実態
の把握及び分析等に関する調査研究調
査報告書」（令和4年度）によると、私
立大学の選抜区分で総合型選抜入試
は、約17％であったため、本学も同様
の水準にあげた。
　2）特待生制度を設け、総合型選抜及
び学校推薦型選抜の学科試験上位者
（22名・入学定員の約17％）に対して6
年間の授業料全額免除または半額免除
する。成績優秀な受験生に対して本学
への早期出願から入学へと導き、安心
して就学し、継続して修学できるよう
に経済的支援を行う。

②県内外からの志願者獲得
　1）入学定員130名を確保するため
に、歩留まり状況や辞退率から逆算し
て資料請求、イベント参加者数の目標
数値を設定する。資料請求数2,400件
（前年度1,977件）、前年度121％増を
目標、また、オープンキャンパス参加
者数は600人（前年度312名）、前年度
192％増を目標とし、出願者数460人
（前年度243人）、前年度189％増を目
標として、合格者数370人以上の中から
入学者数＝定員130人（歩留まり率35％
以上目標）の確保を目標とする。
　2）上記の目標達成のために、神奈川
県内の高校から90名（入学者数の
70％）、神奈川県以外の地域の高校か
ら40名（入学者数の30％）の確保を目
標とする（前年度神奈川県内の高校か
らの入学者（68名・入学率約
80％））。昨年は、コロナ禍で神奈川
県外の高等学校及び予備校への訪問
（500校）はできず電話等で対応したた
め、受験者増に大きく結び付くような
成果を上げることはできなかった。今
年度は、高校訪問のエリアを東日本全
域で、特に私立大学薬学部が設置され
ていない地域（静岡県、山梨県、長野
県）300高校を重点的に直接訪問して積
極的にPRを行い、県外からの受験者数
を2.6倍（前年度73名/243名を180名
/600名）にする。

【認可】
助言事項

令和５年度薬学部入学生は、78名（入
学定員充足率60％）であった。昨年度
入学生66名よりは12名増となったもの
の入学定員充足率100％を大きく下回る
結果となった。学生募集活動を強化し
たものの、本薬学部の特色、教育活動
及び目指す姿を示すディプロマポリ
シー等と、高等学校や受験生などのス
テークホルダーが求める成果（薬剤師
国家試験指導実績、就職実績等）に、
新設校が抱える課題があると推察して
いる。本薬学部の知名度と並び認知度
の向上のための広報戦略を再構築し
て、薬学部受験生のイメージギャップ
を埋めるべく、根幹である本学のアド
ミッションポリシーに適うターゲット
を絞り込み、薬学部志願者が、本学部
のカリキュラムポリシーなど教育内容
への関心が高められるように広報・募
集活動を通じて、その内容を一貫して
発信する必要があると認識している。
（５）

履行中
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　4）薬剤師が患者を援助できるように
なるための「実践的な教育」をPRす
る。
　　ア）医療・医学の「知識」が学べ
る（症候・診断学など）。
　　イ）患者や家族とのコミュニケー
ション（医療面接）を通して、「情報
収集能力」を養える（コミュニケー
ション論　病院実務実習など）。
　　ウ）薬学の専門的知識と突き合わ
せて、患者本位の薬物治療を医師と共
にどのように進めていくかという「総
合的な判断力」を養える（薬理学、薬
物治療学など）。
　　エ）教員がグループ連携実習施設
17病院に出向き、病院実務実習を実施
する。
　5）臨床に強い薬剤師の就職先を周知
する。
　　　薬局以外に、病棟薬剤師や治験
（新薬開発実験）をコーディネートで
きる薬剤師の存在を広める。
　6）「異なる研究分野との連携」を強
化・推進できる「オープンラボ（共同
研究室）」6室設置して研究環境を整え
ていることをPRする。

④WEBサイトでの広報力強化
上記の具体的活動内容を本学ホーム
ページに盛り込みと同時に、令和５年
度は、受験生に本学の教育内容を理解
できるように「動画」などを用いてわ
かりやすく伝える。今後も随時情報を
更新するとともに、資料請求に応じら
れるよう工夫を凝らす。また、オープ
ンキャンパスや入試情報を広く告知す
るため、SNSや進学情報サイトを通じて
本学部の特設サイトへの誘導も促進す
る。また、WEB相談会、SNSや動画での
発信など、時代のニーズに対応したオ
ンライン等による広報活動も強化して
展開する。昨年以上にタイムリーな情
報提供をネット経由で行うよう増強し
ていく。

⑤オープンキャンパス・進学相談会
オープンキャンパスでは、学部・学科
の紹介、キャンパス案内、施設見学、
模擬授業、入試に関する説明会、在籍
学生との座談会など、時期に応じて適
宜プログラムを組み、受験生等に対し
て本学における教育環境を紹介してい
る。また、オープンキャンパスでは、
受験生や保護者の受験・進学における
疑問や不安に対応できるように、個別
相談会場を設けている。令和４年度は
計34回で203人（オープンキャンパス参
加者312人）の申込みであった。令和４
年度については、新型コロナウイルス
感染症の状況で人数を制限して対面で
開催した。令和５年度は、薬学部につ
いては、特設会場や個人相談会場を設
け、周知を図り、390人程度の参加を見
込んだ準備を進める。
⑥学外における説明会・相談会の実施
参加
全国の受験生に本学をより深く理解し
てもらうことを目的に、学外の進学説
明会・相談会に令和４年度は132回（高
校101校並びに31会場）参加している。
説明会・相談会では、本学専用のブー
スを設け、受験生・保護者等に個別に
対して本学の特色や入試等について説
明を行う。令和５年度は主に6月から10
月にかけて、北海道・東北地区、関
東・首都圏地区、北陸・甲信越地区の
各主要都市で開催された、35日程の進
学説明会・相談会に参加する。また、
令和５年7月と9月に桐蔭学園高校の生
徒が本学薬学部の研究室体験（研究
シャドウイング）を予定しており、大
学全体及び薬学部への理解を深めても
らい、その後の受験につなげられる活
動を行う。

【認可】
助言事項

履行中
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⑦高校教員向け入学説明会の実施
本学では、高校進路指導教員向けに説
明会を毎年度6月に開催している。令和
4年度は新型コロナウイルス感染症の影
響拡大を考慮し、小規模での説明会の
開催であったが、2015年度から入学説
明会に参加実績並びに指定校推薦対象
高校493校への資料送付を送り、56校か
ら参加があった。令和５年度も継続か
つ回数を2回に増やして実施する予定で
ある。この説明会では、主に学部の教
育内容や入試制度の紹介を行ってお
り、新年度の学生募集におけるキック
オフという位置付けとしている。ま
た、参加校からは多くの受験生が見込
まれることから、令和5 年度開催時は
薬学部の特待生制度への理解も深めて
もらい、本学部が養成する人材像や教
育内容について紹介するとともに、薬
学部専用のリーフレット等の配布を予
定している。

⑧高校への訪問活動
薬学部では、前述のイベントや説明会
の実施・参加に加え、学部の教育内容
の更なる認知向上を目的に、高校訪問
活動を実施している。高校の進路指導
部へ赴き、学部の紹介に加え、募集に
関する案内を行うとともに、当該高校
の生徒に興味を持ってもらえるよう簡
易リーフレット、ガイドブックの配架
依頼を行っている。訪問活動は、入
試・学生募集担当2名及び薬学部の専任
教員全員を配置し、本学の進学実績の
ある高校を中心に年複数回行ってい
る。令和4年度は193校へ訪問し、その
うち 80 校出願に繋がり、52名の入学
者となっている。令和5年度について
は、382校へ訪問（神奈川140、東京
136、千葉39、静岡50、山梨17）、158
名の出願を目標とする。また、長野県
は27校を対象にし、学生募集担当が高
校訪問を実施していく。高校訪問活動
は学生募集に大きな効果を示している
ことから、本学部も積極的に宣伝して
いく予定である。
⑨出張講義
本学部では「臨床に強い薬剤師を養成
する医療大学」として、生命科学や自
然科学及び臨床薬学の魅力を伝えるこ
とを目的に、高校生を対象とした出張
講義を実施している。講義テーマは高
校の要望に詳細に対応できるように薬
学部で定め、令和5年は75テーマ程度の
講義が提供可能である。出張講義は高
校生や高校教員に対して、薬学部の教
員が専門分野における講義を直接行う
ことは本学での学びを体感してもらう
機会と捉えていることから、「薬学」
という学問の浸透を目的に積極的に実
施する計画である。（５）

【認可】
助言事項

履行中
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■今年度の学生募集計画
本年4月に実施した、資料３「湘南医療
大学 2024年度新入生アンケート」の調
査結果より、本学薬学部の志望理由と
して、「通学の利便性（13.1％）」、
「専門分野への興味（11.4%）」、「教
育環境・施設設備の魅力（11.4%）」
「大学での教育内容の魅力（11.4%）」
が挙げられた。
　この結果を踏まえ、本学薬学部入学
者の多数は、「薬学、化学への興味が
あり、自宅からの通学可能な範囲で整
備された本学薬学部が目指す薬学教
育、及び教育環境の下で薬剤師を目指
したい」学生であることがわかった。
これを踏まえて、以下の活動を実行す
る所存である。

１．オープンキャンパスの改善
資料３「湘南医療大学 2024年度新入生
アンケート」の調査結果より、「本学
薬学部とグループ病院施設との連携」
において「臨床実習」を魅力に挙げた
入学者が85％いることを受け、今年度
からオープンキャンパスで「病棟薬剤
師を知る」というテーマで、隣接する
グループ病院のふれあい東戸塚ホスピ
タル薬剤部と連携し、就業している
「病棟薬剤師」を招き、病棟薬剤師の
役割、実務と病院薬剤部を見学するイ
ベントを毎月1回開催し、本学薬学部の
臨床教育の魅力を伝えている。

２．高大連携の強化
　資料３「湘南医療大学 2024年度新入
生アンケート」の調査結果における志
望理由に挙げられていた「専門分野へ
の興味（11.4%）」より、高校との学び
の接続に一層力を入れ、その連携授業
として「出張講義」（資料４）や「公
開講座」（資料5）、「大学見学・体験
会」に加えて、前年度に実施した桐蔭
学園高校の生徒に対して実施した「研
究室シャドウイング」を模範として、
研究体験を実施し、本学薬学部の薬
学、化学教育研究活動の普及と地域貢
献活動を行う。同様に、「湘南鎌倉地
区の高校生インターンシップ」におい
ても企画・実施し、更なる本学薬学部
の認知度向上に努めていく。
現在、高大連携校は4校あり、「鎌倉湘
南コンソーシアム」にも加盟している
ことから、今後も本学薬学部の教育内
容に理解を示す高校と接触し、高大連
携校の締結を増やして志願者を獲得し
ていく（資料６）。

３．広報活動
①デジタルツール情報発信
資料３「湘南医療大学 2024年度新入生
アンケート」の調査結果より、「大学
での教育内容の魅力（11.4%）」より、
各進学サイトを通じた情報発信が、神
奈川県内外からの資料請求数を増加さ
せるための有効なツールとして強化す
る。HPでは薬学部紹介動画を掲載し、
実際の教育内容や受験対策、教育支
援、研究紹介などを公開している。更
に今年度は新規に「在校生の動画やイ
ンタビュー記事」を公開しており、継
続して新しいコンテンツをHPの他、
LINE、X（旧twitter）などのSNSにも同
時に情報を掲載している。
さらに高校生が、高校入学後に新たな
大学を知る方法（スタディプラス社：
2022年8月26日付記事）の上位には、
「SNSやYouTube、WEB等から知る」「学
校の先生から聞く」であったが、その
他に「親から聞く」「友だち、知人か
ら聞く」といった項目もあった。高校
生本人だけでなく、進学相談を受ける
対象となる親御様、友人・知人、高校
教員など多方面に向けて本学薬学部の
魅力が伝わるコンテンツを企画し、発
信していく。

②県内高校への広報活動の強化
資料１「2023年度-2024年度 入試状況
等比較」の（表４）「資料請求者
数」、（表６）「都道府県別の出願者
状況」、（図７）「本学薬学部の居住
地分布」、及び資料７「薬学部入学者
出身高校分布図（神奈川県）」より、
令和6（2024）年度入学者の出身高校の
位置する最寄り駅や入学者の居住地、
本学薬学部が神奈川県東部に位置して
いることと、通学の利便性等の理由に
より、ＪＲ東海道線・京浜急行線・Ｊ
Ｒ横浜線の３路線を中心とした神奈川
県東部の沿線に、本学薬学部の入学者
が集中していることがわかる。今後の
広報活動として、電車広告等の掲載は
上記３路線をメインに、さらなる知名
度を上げるとともに本学薬学部への志
願者数の増加を目指す。
また、本学薬学部の学生募集状況の課
題の一つとして、現在も認知度の低さ
が挙げられる。その対策として、令和4
（2022）年度より、神奈川県内の公私
立高校（142校）の近隣の電柱に本学薬
学部の広告を継続して掲載している。
毎日の通学の景色の中に「湘南医療大
学」の広告を掲載することで、高校生
に印象を残し、本学薬学部の認知度向
上の一助となると考えている。

③公開講座・出張講義の拡充
　上記にある薬学部入学生アンケート
調査結果（資料３）における志望理由
に挙げられていた「教育環境・施設設
備の魅力（11.4%）」及び「大学での教
育内容の魅力（11.4%）」より、本学薬
学部の教育内容を伝える機会として、
公開講座を学内での実施だけにとどま
らず、各地域の会館等を使用し、神奈
川県内を中心に近隣の東京都、静岡県
の計20か所（9月まで）で展開する計画
を立てている。また、教育内容の魅力
の発信として、見込みのある高校等へ
の出張講義を行う。特に、入学者居住
地の多くを占める神奈川県内の高校を
中心に実施を強化していく。（資料
５）

４．新しい入試制度の導入
①特別指定校推薦
　学校推薦型の入試区分の受験生数を
増やすために、令和7（2025）年度入試
から特別指定校推薦を導入する。学力
優秀高校、薬学部進学実績校、並びに
過年度の本学薬学部への出願者数の多
かった高校を合わせて133校を指定し
た。本入学試験で合格した入学者は、
授業料が全額免除となる。この入試区
分では、30名の確保を目標としてい
る。

②特待生制度
　本学薬学部の競合校の一つである横
浜薬科大学では、学費を減免する特待
生チャレンジ選抜を実施している。本
学薬学部においても、成績優秀かつ経
済的に苦しい受験生を対象に、年間授
業料140万円全額または半額にする学費
減免制度「特待生制度」（資料8）を令
和6（2024）年度入試に導入した。結果
として、定員19名に対して15名の入学
者があり、定員確保に向けて一定の成
果を出している。

この結果を受け、薬学を学びたい意志
があっても、修業年限６年間と長く、
また理系科目の学修や実験等で忙しい
薬学部では、アルバイト等も難しく学
ぶことを諦めてしまう高校生も多数存
在すると予測されたため、令和7
（2025）年度入試では、すべての入試
区分において、「授業料半額免除」、
「授業料全額免除」の特待生制度利用
を希望できる制度を継続し、さらにこ
の制度による定員枠を最大50名に拡大
することにした（資料9）。

③外国人留学生入試
今回の「指摘事項（是正）」に伴い、
開設年度より定員充足率を達成してい
ない状況を改善すべく、従前からの入
試制度に加えて令和7（2025）年度より
外国人留学生の募集を行い、５名程度
の外国人留学生の確保に努める。成績
上位者には特待生制度を導入し、優秀
な学生の入学辞退を避けるべく定員を
確保する。なお、導入にあたっては、
文部科学省発信（6高参国第4号）の
「外国人留学生の適切な受入れ及び在
籍管理の徹底等について（通知）」を
遵守し、安易に留学生を受け入れるこ
となく、真に修学を目的とする留学生
への教育指導及び適切な在籍管理を行
う（資料10）。

５．入学定員に関する検討
　湘南医療大学では、平成27（2015）
年の開学時から、業務改善活動の一環
として毎月PDC活動を取り入れ、入学定
員を充足させるために、高校訪問、高
校ガイダンスへの参加、オープンキャ
ンパス、出張授業、授業改善などを積
み重ねている（資料11）。
　令和6（2024）年4月入学者まで、本
学薬学部の入学定員充足率は100％を達
成できていないが、資料１の（表４）
（表５）の結果のとおり、次年度・
次々年度に大学受験を検討する学年
（高校２・１年生）の本学薬学部への
興味・関心は高まっているものと推察
できる。
　また、令和5（2023）年度の１年間に
おける、本学薬学部に対する高校から
のガイダンス参加依頼は32件であった
が、すでに令和6（2024）年4～5月の
2ヶ月間で25件の依頼を受けている。こ
れも、ガイダンス参加依頼を受けた高
校で、本学薬学部への関心と期待が寄
せられている客観的な数字であると推
認できる（資料12）。
　したがって、令和6（2024）年度入試
では、出願者数・入学者数がともに減
少したが、この現象は今後も続くもの
ではなく、令和7（2025）年度入試以降
は、志願者数を増加させられることが
可能と捉えられる。
　なお、資料13では、過去３年以内に
入学定員を「減少」に変更した他大学
の状況をまとめた。１大学を除き、入
学定員減の大学は、比例して志願者数
も減らしていることが読み取れる。こ
れは、入学定員減に伴う入試倍率の上
昇を受験生が嫌がったこと、定員減に
よる大学の経営難の印象・想像が難く
ないこと、などが考えられる。

　以上の点から、本学薬学部の学生
が、薬剤師国家試験や就職の実績を提
示できる前に、入学定員を「減少」に
変更してもマイナスな要素が多いと判
断している。（６）

【認可】
助言事項

■入学者の状況
　資料１「2023年度-2024年度 入試状
況等比較」にある（表１）「2024年度
湘南医療大学薬学部入学者の状況」に
て分析を行った。
本学薬学部の開設年度である令和3
（2021）年度入学者数は34名（入学定
員充足率0.26倍）、令和4（2022）年度
入学者数66名（同0.5倍）、令和5
（2023）年度入学者数は78名（同0.6
倍、前年比118％）と増加を続けたが、
令和6（2024）年度は志願者、受験者と
もに減少した影響で、入学者数も62名
（同0.47倍、前年比78%）と減少し、入
学定員充足率も13％悪化した。
この結果を受けて、同資料（表２）
「入試区分別 出願者数」より、特に令
和6（2024）年度の出願者数は151名
（前年243名、前年比62％）と減少し
た。また、（表２）とあわせて（表
３）「入試区分別 入学者数」の結果か
ら、前年比較で学校推薦型（指定校型
を含む）及び一般選抜型の区分で出願
者数と入学者数を大きく減少させる結
果となった。
【入試区分ごとの出願者数、入学者数
の状況】　※〔　〕は前年、(　)は対
比％
　　総合型選抜：出願者9、入学者7
〔5(180％)、4(175％)〕
学校推薦型選抜：出願者26、入学者21
〔43(61％)、30(70％)〕
一般選抜：出願者72、入学者27
〔120(60％)、38(71％)〕
大学入学共通テスト：出願者42、入学
者7〔72(58％)、6(117％)〕
このうち減少が最も大きかった入試区
分は一般選抜であり、出願者72名（前
年120名、対比60％）と大きく減少し
た。また、大学入学共通テストも出願
者42名（同72名、58％）となった。
（表６）「都道府県別の出願者状況」
では、令和6（2024）年度入学における
出願者数は、神奈川県が119名（前年
170名、-51名）、東京都が16名（同38
名、-22名）、千葉県が1名（11名、-10
名）であった。また、（図７）「薬学
部入学者 出身高校分布図（神奈川
県）」より、令和6（2024）年度入学者
の分布では神奈川県東部地域に集中し
ており、西部・県央地区からの入学生
が全くいなかったことがわかった。
一方、（表４）「資料請求者数」で
は、高校２年生からの資料請求数が増
加している。令和6（2024）年度の資料
請求数は1,453件（前年1,166件、287件
増）であり、神奈川県内からは、703件
（同596件、107件増）の資料請求があ
ることから、上記（図７）の考察と照
らし、より地域に密着した募集活動を
徹底しなければならないことを確認し
た。さらに（表５）「オープンキャン
パス参加者数」についても、参加者数
が増加傾向にあり、今後の入試受験学
年でもある高校２・１年生の参加者数
が増加している。
【オープンキャンパス参加状況（高校
2・1年生）】
　　高校２年生：参加者137名（前年84
名、53名増、対比163％）
　　高校１年生：参加者91名（前年64
名、27名増、対比142％）
このことから、本学薬学部への志望
（入学希望）は十分あると捉え、今
後、神奈川県東部に加えて、西部・県
央部からの受験生の募集活動を強化す
ることで、入学定員である130名確保に
期待ができるものと考えられる。

■教育内容の更なる充実
本学薬学部では、設置申請内容に沿っ
てカリキュラムを編成し、実践してい
る。また、専任教員に変更が生じた場
合は、適宜AC申請を通じて補充を行
い、申請した組織内容を維持できる体
制を整えている。また、教員の質の向
上に関わるFD活動を実施している。ま
た、本学薬学部の教育水準を表すもの
として、2024年4月に実施した本学薬学
部の学生の全国模試結果を示す（資料
２）。
本学薬学部の学生は、基礎系科目（受
験科目：物理、化学、生物）（表７）
に関し、３科目すべてで全国平均を上
回り、受験した大学29校中５位の成績
であった。これは、薬学部設置から、
１期生に対して教員が日々の学生の実
情・ニーズを把握して、1年時から徹底
的に寄り添った支援を続けてきた結
果、基礎科目の学修が身についてきた
結果と考えている。ただし、医療系科
目（受験科目：衛生、薬理・治療、薬
剤）（表８）に関しては、１科目は、
全国平均を上回る結果であったが、そ
の他２科目は全国平均以下の成績で
あった。
科目担当教員だけでなく学修支援チー
ムの教員が補講等でサポートしてお
り、今後、学生が苦手としている科
目・分野を伸ばしていく。
本学薬学部は、学生間の距離も近く、
講義の重点ポイントの確認、復習の機
会を持っており、このような学生同士
が同じ志を持って意識を高めあう環境
作りも重要だと考えている。
本学の教育活動の評価を今後も外部に
発信して、学生募集の一理としたい。
（６）

履行中
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■今年度の学生募集計画
本年4月に実施した、資料３「湘南医療
大学 2024年度新入生アンケート」の調
査結果より、本学薬学部の志望理由と
して、「通学の利便性（13.1％）」、
「専門分野への興味（11.4%）」、「教
育環境・施設設備の魅力（11.4%）」
「大学での教育内容の魅力（11.4%）」
が挙げられた。
　この結果を踏まえ、本学薬学部入学
者の多数は、「薬学、化学への興味が
あり、自宅からの通学可能な範囲で整
備された本学薬学部が目指す薬学教
育、及び教育環境の下で薬剤師を目指
したい」学生であることがわかった。
これを踏まえて、以下の活動を実行す
る所存である。

１．オープンキャンパスの改善
資料３「湘南医療大学 2024年度新入生
アンケート」の調査結果より、「本学
薬学部とグループ病院施設との連携」
において「臨床実習」を魅力に挙げた
入学者が85％いることを受け、今年度
からオープンキャンパスで「病棟薬剤
師を知る」というテーマで、隣接する
グループ病院のふれあい東戸塚ホスピ
タル薬剤部と連携し、就業している
「病棟薬剤師」を招き、病棟薬剤師の
役割、実務と病院薬剤部を見学するイ
ベントを毎月1回開催し、本学薬学部の
臨床教育の魅力を伝えている。

２．高大連携の強化
　資料３「湘南医療大学 2024年度新入
生アンケート」の調査結果における志
望理由に挙げられていた「専門分野へ
の興味（11.4%）」より、高校との学び
の接続に一層力を入れ、その連携授業
として「出張講義」（資料４）や「公
開講座」（資料5）、「大学見学・体験
会」に加えて、前年度に実施した桐蔭
学園高校の生徒に対して実施した「研
究室シャドウイング」を模範として、
研究体験を実施し、本学薬学部の薬
学、化学教育研究活動の普及と地域貢
献活動を行う。同様に、「湘南鎌倉地
区の高校生インターンシップ」におい
ても企画・実施し、更なる本学薬学部
の認知度向上に努めていく。
現在、高大連携校は4校あり、「鎌倉湘
南コンソーシアム」にも加盟している
ことから、今後も本学薬学部の教育内
容に理解を示す高校と接触し、高大連
携校の締結を増やして志願者を獲得し
ていく（資料６）。

３．広報活動
①デジタルツール情報発信
資料３「湘南医療大学 2024年度新入生
アンケート」の調査結果より、「大学
での教育内容の魅力（11.4%）」より、
各進学サイトを通じた情報発信が、神
奈川県内外からの資料請求数を増加さ
せるための有効なツールとして強化す
る。HPでは薬学部紹介動画を掲載し、
実際の教育内容や受験対策、教育支
援、研究紹介などを公開している。更
に今年度は新規に「在校生の動画やイ
ンタビュー記事」を公開しており、継
続して新しいコンテンツをHPの他、
LINE、X（旧twitter）などのSNSにも同
時に情報を掲載している。
さらに高校生が、高校入学後に新たな
大学を知る方法（スタディプラス社：
2022年8月26日付記事）の上位には、
「SNSやYouTube、WEB等から知る」「学
校の先生から聞く」であったが、その
他に「親から聞く」「友だち、知人か
ら聞く」といった項目もあった。高校
生本人だけでなく、進学相談を受ける
対象となる親御様、友人・知人、高校
教員など多方面に向けて本学薬学部の
魅力が伝わるコンテンツを企画し、発
信していく。

②県内高校への広報活動の強化
資料１「2023年度-2024年度 入試状況
等比較」の（表４）「資料請求者
数」、（表６）「都道府県別の出願者
状況」、（図７）「本学薬学部の居住
地分布」、及び資料７「薬学部入学者
出身高校分布図（神奈川県）」より、
令和6（2024）年度入学者の出身高校の
位置する最寄り駅や入学者の居住地、
本学薬学部が神奈川県東部に位置して
いることと、通学の利便性等の理由に
より、ＪＲ東海道線・京浜急行線・Ｊ
Ｒ横浜線の３路線を中心とした神奈川
県東部の沿線に、本学薬学部の入学者
が集中していることがわかる。今後の
広報活動として、電車広告等の掲載は
上記３路線をメインに、さらなる知名
度を上げるとともに本学薬学部への志
願者数の増加を目指す。
また、本学薬学部の学生募集状況の課
題の一つとして、現在も認知度の低さ
が挙げられる。その対策として、令和4
（2022）年度より、神奈川県内の公私
立高校（142校）の近隣の電柱に本学薬
学部の広告を継続して掲載している。
毎日の通学の景色の中に「湘南医療大
学」の広告を掲載することで、高校生
に印象を残し、本学薬学部の認知度向
上の一助となると考えている。

③公開講座・出張講義の拡充
　上記にある薬学部入学生アンケート
調査結果（資料３）における志望理由
に挙げられていた「教育環境・施設設
備の魅力（11.4%）」及び「大学での教
育内容の魅力（11.4%）」より、本学薬
学部の教育内容を伝える機会として、
公開講座を学内での実施だけにとどま
らず、各地域の会館等を使用し、神奈
川県内を中心に近隣の東京都、静岡県
の計20か所（9月まで）で展開する計画
を立てている。また、教育内容の魅力
の発信として、見込みのある高校等へ
の出張講義を行う。特に、入学者居住
地の多くを占める神奈川県内の高校を
中心に実施を強化していく。（資料
５）

４．新しい入試制度の導入
①特別指定校推薦
　学校推薦型の入試区分の受験生数を
増やすために、令和7（2025）年度入試
から特別指定校推薦を導入する。学力
優秀高校、薬学部進学実績校、並びに
過年度の本学薬学部への出願者数の多
かった高校を合わせて133校を指定し
た。本入学試験で合格した入学者は、
授業料が全額免除となる。この入試区
分では、30名の確保を目標としてい
る。

②特待生制度
　本学薬学部の競合校の一つである横
浜薬科大学では、学費を減免する特待
生チャレンジ選抜を実施している。本
学薬学部においても、成績優秀かつ経
済的に苦しい受験生を対象に、年間授
業料140万円全額または半額にする学費
減免制度「特待生制度」（資料8）を令
和6（2024）年度入試に導入した。結果
として、定員19名に対して15名の入学
者があり、定員確保に向けて一定の成
果を出している。

この結果を受け、薬学を学びたい意志
があっても、修業年限６年間と長く、
また理系科目の学修や実験等で忙しい
薬学部では、アルバイト等も難しく学
ぶことを諦めてしまう高校生も多数存
在すると予測されたため、令和7
（2025）年度入試では、すべての入試
区分において、「授業料半額免除」、
「授業料全額免除」の特待生制度利用
を希望できる制度を継続し、さらにこ
の制度による定員枠を最大50名に拡大
することにした（資料9）。

③外国人留学生入試
今回の「指摘事項（是正）」に伴い、
開設年度より定員充足率を達成してい
ない状況を改善すべく、従前からの入
試制度に加えて令和7（2025）年度より
外国人留学生の募集を行い、５名程度
の外国人留学生の確保に努める。成績
上位者には特待生制度を導入し、優秀
な学生の入学辞退を避けるべく定員を
確保する。なお、導入にあたっては、
文部科学省発信（6高参国第4号）の
「外国人留学生の適切な受入れ及び在
籍管理の徹底等について（通知）」を
遵守し、安易に留学生を受け入れるこ
となく、真に修学を目的とする留学生
への教育指導及び適切な在籍管理を行
う（資料10）。

５．入学定員に関する検討
　湘南医療大学では、平成27（2015）
年の開学時から、業務改善活動の一環
として毎月PDC活動を取り入れ、入学定
員を充足させるために、高校訪問、高
校ガイダンスへの参加、オープンキャ
ンパス、出張授業、授業改善などを積
み重ねている（資料11）。
　令和6（2024）年4月入学者まで、本
学薬学部の入学定員充足率は100％を達
成できていないが、資料１の（表４）
（表５）の結果のとおり、次年度・
次々年度に大学受験を検討する学年
（高校２・１年生）の本学薬学部への
興味・関心は高まっているものと推察
できる。
　また、令和5（2023）年度の１年間に
おける、本学薬学部に対する高校から
のガイダンス参加依頼は32件であった
が、すでに令和6（2024）年4～5月の
2ヶ月間で25件の依頼を受けている。こ
れも、ガイダンス参加依頼を受けた高
校で、本学薬学部への関心と期待が寄
せられている客観的な数字であると推
認できる（資料12）。
　したがって、令和6（2024）年度入試
では、出願者数・入学者数がともに減
少したが、この現象は今後も続くもの
ではなく、令和7（2025）年度入試以降
は、志願者数を増加させられることが
可能と捉えられる。
　なお、資料13では、過去３年以内に
入学定員を「減少」に変更した他大学
の状況をまとめた。１大学を除き、入
学定員減の大学は、比例して志願者数
も減らしていることが読み取れる。こ
れは、入学定員減に伴う入試倍率の上
昇を受験生が嫌がったこと、定員減に
よる大学の経営難の印象・想像が難く
ないこと、などが考えられる。

　以上の点から、本学薬学部の学生
が、薬剤師国家試験や就職の実績を提
示できる前に、入学定員を「減少」に
変更してもマイナスな要素が多いと判
断している。（６）

【認可】
助言事項

■入学者の状況
　資料１「2023年度-2024年度 入試状
況等比較」にある（表１）「2024年度
湘南医療大学薬学部入学者の状況」に
て分析を行った。
本学薬学部の開設年度である令和3
（2021）年度入学者数は34名（入学定
員充足率0.26倍）、令和4（2022）年度
入学者数66名（同0.5倍）、令和5
（2023）年度入学者数は78名（同0.6
倍、前年比118％）と増加を続けたが、
令和6（2024）年度は志願者、受験者と
もに減少した影響で、入学者数も62名
（同0.47倍、前年比78%）と減少し、入
学定員充足率も13％悪化した。
この結果を受けて、同資料（表２）
「入試区分別 出願者数」より、特に令
和6（2024）年度の出願者数は151名
（前年243名、前年比62％）と減少し
た。また、（表２）とあわせて（表
３）「入試区分別 入学者数」の結果か
ら、前年比較で学校推薦型（指定校型
を含む）及び一般選抜型の区分で出願
者数と入学者数を大きく減少させる結
果となった。
【入試区分ごとの出願者数、入学者数
の状況】　※〔　〕は前年、(　)は対
比％
　　総合型選抜：出願者9、入学者7
〔5(180％)、4(175％)〕
学校推薦型選抜：出願者26、入学者21
〔43(61％)、30(70％)〕
一般選抜：出願者72、入学者27
〔120(60％)、38(71％)〕
大学入学共通テスト：出願者42、入学
者7〔72(58％)、6(117％)〕
このうち減少が最も大きかった入試区
分は一般選抜であり、出願者72名（前
年120名、対比60％）と大きく減少し
た。また、大学入学共通テストも出願
者42名（同72名、58％）となった。
（表６）「都道府県別の出願者状況」
では、令和6（2024）年度入学における
出願者数は、神奈川県が119名（前年
170名、-51名）、東京都が16名（同38
名、-22名）、千葉県が1名（11名、-10
名）であった。また、（図７）「薬学
部入学者 出身高校分布図（神奈川
県）」より、令和6（2024）年度入学者
の分布では神奈川県東部地域に集中し
ており、西部・県央地区からの入学生
が全くいなかったことがわかった。
一方、（表４）「資料請求者数」で
は、高校２年生からの資料請求数が増
加している。令和6（2024）年度の資料
請求数は1,453件（前年1,166件、287件
増）であり、神奈川県内からは、703件
（同596件、107件増）の資料請求があ
ることから、上記（図７）の考察と照
らし、より地域に密着した募集活動を
徹底しなければならないことを確認し
た。さらに（表５）「オープンキャン
パス参加者数」についても、参加者数
が増加傾向にあり、今後の入試受験学
年でもある高校２・１年生の参加者数
が増加している。
【オープンキャンパス参加状況（高校
2・1年生）】
　　高校２年生：参加者137名（前年84
名、53名増、対比163％）
　　高校１年生：参加者91名（前年64
名、27名増、対比142％）
このことから、本学薬学部への志望
（入学希望）は十分あると捉え、今
後、神奈川県東部に加えて、西部・県
央部からの受験生の募集活動を強化す
ることで、入学定員である130名確保に
期待ができるものと考えられる。

■教育内容の更なる充実
本学薬学部では、設置申請内容に沿っ
てカリキュラムを編成し、実践してい
る。また、専任教員に変更が生じた場
合は、適宜AC申請を通じて補充を行
い、申請した組織内容を維持できる体
制を整えている。また、教員の質の向
上に関わるFD活動を実施している。ま
た、本学薬学部の教育水準を表すもの
として、2024年4月に実施した本学薬学
部の学生の全国模試結果を示す（資料
２）。
本学薬学部の学生は、基礎系科目（受
験科目：物理、化学、生物）（表７）
に関し、３科目すべてで全国平均を上
回り、受験した大学29校中５位の成績
であった。これは、薬学部設置から、
１期生に対して教員が日々の学生の実
情・ニーズを把握して、1年時から徹底
的に寄り添った支援を続けてきた結
果、基礎科目の学修が身についてきた
結果と考えている。ただし、医療系科
目（受験科目：衛生、薬理・治療、薬
剤）（表８）に関しては、１科目は、
全国平均を上回る結果であったが、そ
の他２科目は全国平均以下の成績で
あった。
科目担当教員だけでなく学修支援チー
ムの教員が補講等でサポートしてお
り、今後、学生が苦手としている科
目・分野を伸ばしていく。
本学薬学部は、学生間の距離も近く、
講義の重点ポイントの確認、復習の機
会を持っており、このような学生同士
が同じ志を持って意識を高めあう環境
作りも重要だと考えている。
本学の教育活動の評価を今後も外部に
発信して、学生募集の一理としたい。
（６）

履行中
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設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和４年度）

■今年度の学生募集計画
本年4月に実施した、資料３「湘南医療
大学 2024年度新入生アンケート」の調
査結果より、本学薬学部の志望理由と
して、「通学の利便性（13.1％）」、
「専門分野への興味（11.4%）」、「教
育環境・施設設備の魅力（11.4%）」
「大学での教育内容の魅力（11.4%）」
が挙げられた。
　この結果を踏まえ、本学薬学部入学
者の多数は、「薬学、化学への興味が
あり、自宅からの通学可能な範囲で整
備された本学薬学部が目指す薬学教
育、及び教育環境の下で薬剤師を目指
したい」学生であることがわかった。
これを踏まえて、以下の活動を実行す
る所存である。

１．オープンキャンパスの改善
資料３「湘南医療大学 2024年度新入生
アンケート」の調査結果より、「本学
薬学部とグループ病院施設との連携」
において「臨床実習」を魅力に挙げた
入学者が85％いることを受け、今年度
からオープンキャンパスで「病棟薬剤
師を知る」というテーマで、隣接する
グループ病院のふれあい東戸塚ホスピ
タル薬剤部と連携し、就業している
「病棟薬剤師」を招き、病棟薬剤師の
役割、実務と病院薬剤部を見学するイ
ベントを毎月1回開催し、本学薬学部の
臨床教育の魅力を伝えている。

２．高大連携の強化
　資料３「湘南医療大学 2024年度新入
生アンケート」の調査結果における志
望理由に挙げられていた「専門分野へ
の興味（11.4%）」より、高校との学び
の接続に一層力を入れ、その連携授業
として「出張講義」（資料４）や「公
開講座」（資料5）、「大学見学・体験
会」に加えて、前年度に実施した桐蔭
学園高校の生徒に対して実施した「研
究室シャドウイング」を模範として、
研究体験を実施し、本学薬学部の薬
学、化学教育研究活動の普及と地域貢
献活動を行う。同様に、「湘南鎌倉地
区の高校生インターンシップ」におい
ても企画・実施し、更なる本学薬学部
の認知度向上に努めていく。
現在、高大連携校は4校あり、「鎌倉湘
南コンソーシアム」にも加盟している
ことから、今後も本学薬学部の教育内
容に理解を示す高校と接触し、高大連
携校の締結を増やして志願者を獲得し
ていく（資料６）。

３．広報活動
①デジタルツール情報発信
資料３「湘南医療大学 2024年度新入生
アンケート」の調査結果より、「大学
での教育内容の魅力（11.4%）」より、
各進学サイトを通じた情報発信が、神
奈川県内外からの資料請求数を増加さ
せるための有効なツールとして強化す
る。HPでは薬学部紹介動画を掲載し、
実際の教育内容や受験対策、教育支
援、研究紹介などを公開している。更
に今年度は新規に「在校生の動画やイ
ンタビュー記事」を公開しており、継
続して新しいコンテンツをHPの他、
LINE、X（旧twitter）などのSNSにも同
時に情報を掲載している。
さらに高校生が、高校入学後に新たな
大学を知る方法（スタディプラス社：
2022年8月26日付記事）の上位には、
「SNSやYouTube、WEB等から知る」「学
校の先生から聞く」であったが、その
他に「親から聞く」「友だち、知人か
ら聞く」といった項目もあった。高校
生本人だけでなく、進学相談を受ける
対象となる親御様、友人・知人、高校
教員など多方面に向けて本学薬学部の
魅力が伝わるコンテンツを企画し、発
信していく。

②県内高校への広報活動の強化
資料１「2023年度-2024年度 入試状況
等比較」の（表４）「資料請求者
数」、（表６）「都道府県別の出願者
状況」、（図７）「本学薬学部の居住
地分布」、及び資料７「薬学部入学者
出身高校分布図（神奈川県）」より、
令和6（2024）年度入学者の出身高校の
位置する最寄り駅や入学者の居住地、
本学薬学部が神奈川県東部に位置して
いることと、通学の利便性等の理由に
より、ＪＲ東海道線・京浜急行線・Ｊ
Ｒ横浜線の３路線を中心とした神奈川
県東部の沿線に、本学薬学部の入学者
が集中していることがわかる。今後の
広報活動として、電車広告等の掲載は
上記３路線をメインに、さらなる知名
度を上げるとともに本学薬学部への志
願者数の増加を目指す。
また、本学薬学部の学生募集状況の課
題の一つとして、現在も認知度の低さ
が挙げられる。その対策として、令和4
（2022）年度より、神奈川県内の公私
立高校（142校）の近隣の電柱に本学薬
学部の広告を継続して掲載している。
毎日の通学の景色の中に「湘南医療大
学」の広告を掲載することで、高校生
に印象を残し、本学薬学部の認知度向
上の一助となると考えている。

③公開講座・出張講義の拡充
　上記にある薬学部入学生アンケート
調査結果（資料３）における志望理由
に挙げられていた「教育環境・施設設
備の魅力（11.4%）」及び「大学での教
育内容の魅力（11.4%）」より、本学薬
学部の教育内容を伝える機会として、
公開講座を学内での実施だけにとどま
らず、各地域の会館等を使用し、神奈
川県内を中心に近隣の東京都、静岡県
の計20か所（9月まで）で展開する計画
を立てている。また、教育内容の魅力
の発信として、見込みのある高校等へ
の出張講義を行う。特に、入学者居住
地の多くを占める神奈川県内の高校を
中心に実施を強化していく。（資料
５）

４．新しい入試制度の導入
①特別指定校推薦
　学校推薦型の入試区分の受験生数を
増やすために、令和7（2025）年度入試
から特別指定校推薦を導入する。学力
優秀高校、薬学部進学実績校、並びに
過年度の本学薬学部への出願者数の多
かった高校を合わせて133校を指定し
た。本入学試験で合格した入学者は、
授業料が全額免除となる。この入試区
分では、30名の確保を目標としてい
る。

②特待生制度
　本学薬学部の競合校の一つである横
浜薬科大学では、学費を減免する特待
生チャレンジ選抜を実施している。本
学薬学部においても、成績優秀かつ経
済的に苦しい受験生を対象に、年間授
業料140万円全額または半額にする学費
減免制度「特待生制度」（資料8）を令
和6（2024）年度入試に導入した。結果
として、定員19名に対して15名の入学
者があり、定員確保に向けて一定の成
果を出している。

この結果を受け、薬学を学びたい意志
があっても、修業年限６年間と長く、
また理系科目の学修や実験等で忙しい
薬学部では、アルバイト等も難しく学
ぶことを諦めてしまう高校生も多数存
在すると予測されたため、令和7
（2025）年度入試では、すべての入試
区分において、「授業料半額免除」、
「授業料全額免除」の特待生制度利用
を希望できる制度を継続し、さらにこ
の制度による定員枠を最大50名に拡大
することにした（資料9）。

③外国人留学生入試
今回の「指摘事項（是正）」に伴い、
開設年度より定員充足率を達成してい
ない状況を改善すべく、従前からの入
試制度に加えて令和7（2025）年度より
外国人留学生の募集を行い、５名程度
の外国人留学生の確保に努める。成績
上位者には特待生制度を導入し、優秀
な学生の入学辞退を避けるべく定員を
確保する。なお、導入にあたっては、
文部科学省発信（6高参国第4号）の
「外国人留学生の適切な受入れ及び在
籍管理の徹底等について（通知）」を
遵守し、安易に留学生を受け入れるこ
となく、真に修学を目的とする留学生
への教育指導及び適切な在籍管理を行
う（資料10）。

５．入学定員に関する検討
　湘南医療大学では、平成27（2015）
年の開学時から、業務改善活動の一環
として毎月PDC活動を取り入れ、入学定
員を充足させるために、高校訪問、高
校ガイダンスへの参加、オープンキャ
ンパス、出張授業、授業改善などを積
み重ねている（資料11）。
　令和6（2024）年4月入学者まで、本
学薬学部の入学定員充足率は100％を達
成できていないが、資料１の（表４）
（表５）の結果のとおり、次年度・
次々年度に大学受験を検討する学年
（高校２・１年生）の本学薬学部への
興味・関心は高まっているものと推察
できる。
　また、令和5（2023）年度の１年間に
おける、本学薬学部に対する高校から
のガイダンス参加依頼は32件であった
が、すでに令和6（2024）年4～5月の
2ヶ月間で25件の依頼を受けている。こ
れも、ガイダンス参加依頼を受けた高
校で、本学薬学部への関心と期待が寄
せられている客観的な数字であると推
認できる（資料12）。
　したがって、令和6（2024）年度入試
では、出願者数・入学者数がともに減
少したが、この現象は今後も続くもの
ではなく、令和7（2025）年度入試以降
は、志願者数を増加させられることが
可能と捉えられる。
　なお、資料13では、過去３年以内に
入学定員を「減少」に変更した他大学
の状況をまとめた。１大学を除き、入
学定員減の大学は、比例して志願者数
も減らしていることが読み取れる。こ
れは、入学定員減に伴う入試倍率の上
昇を受験生が嫌がったこと、定員減に
よる大学の経営難の印象・想像が難く
ないこと、などが考えられる。

　以上の点から、本学薬学部の学生
が、薬剤師国家試験や就職の実績を提
示できる前に、入学定員を「減少」に
変更してもマイナスな要素が多いと判
断している。（６）

【認可】
助言事項

履行中

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行済

・指摘事項なし
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（令和５年度）

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）（６）」と記載してください。

　　　　【令和６年度から新たに調査対象となった学科等又は令和５年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

（注）・　「認可時」には、認可時に付された附帯事項と、それに対する履行状況等について、

　　　　具体的に記入してください。

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

・指摘事項なし

　　　・　認可時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、以下のとおりに記載してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。
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